
ＡＬＰＳ処理水に係る海水モニタリングについて 

令和４年２月２５日

福島県放射線監視室

１ 海水モニタリングについて 

⑴ 目的

現時点では、ＡＬＰＳ処理水の海洋放出が開始される時期は決まってい

ないが、国及び東京電力において、海域モニタリング計画の案が示されてい

ることから、県においても独自にモニタリングを強化し、その結果を示すこ

とにより、県民の安全はもとより、県民の安心確保及び風評抑制に資する。 

⑵ 調査地点

令和３年１１月１７日に東京電力ホールディングス株式会社（以下「東京

電力」という。）が示した「多核種除去設備等処理水（ＡＬＰＳ処理水）の海

洋放出に係る放射線影響評価報告書（設計段階）」の移流・拡散の評価（以

下「拡散シミュレーション結果」という。）（別紙１参照）を踏まえ、現状の

周辺海域の海水に含まれるトリチウム濃度（0.1～1ベクレル／リットル）よ

りも濃度が高くなると評価された範囲において、北、東、南方向に各１地点

追加し、福島第一原子力発電所周辺の既存６地点と合わせた計９地点で面的

にモニタリングを実施する。採水の深さは既存地点と同じ表層とする。（別

紙２、別紙３参照） 

調査地点 

追加地点 

（３地点） 

①ＡＬＰＳ処理水放出口予定場所北２km西 0.5km

②ＡＬＰＳ処理水放出口予定場所北１km

③ＡＬＰＳ処理水放出口予定場所南１km

既存地点 

（６地点） 

第一（発）北放水口付近 

第一（発）取水口付近 

第一（発）南放水口付近 

第一（発）双葉・前田川沖２km 

第一（発）沖合２km 

第一（発）夫沢・熊川沖２km 

⑶ 調査頻度

ア 既存地点

現行のとおりとする。（年１２回）

イ 追加地点

東京電力の拡散シミュレーション結果において、季節により拡散の状況

が異なることが示されていることから、ＡＬＰＳ処理水の放出前は事前調

査として年４回（５月、８月、１１月、２月）の頻度で測定を行い、季節
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ごとの海水の性状を把握する。放出後は、測定頻度を月１回に高め、濃度

変化を確認していく。調査月の試料採取日は既存地点と同じ日とする。 

⑷ 測定項目

現行のとおりとする。（ガンマ線放出核種、トリチウム、全ベータ放射能、

ストロンチウム９０、プルトニウム２３８、プルトニウム２３９＋２４０） 

また、既存地点と同様、追加地点においても、気温、水温、ｐＨ及び塩化

物イオン濃度を測定する。 

⑸ 検出限界値

現行のとおりとする。

⑹ 測定方法

現行のとおりとする。（放射能測定法シリーズに基づく）

２ 公表方法 

  次の方法により、測定結果を公表し、情報発信していく。また、測定結果を

環境モニタリング評価部会に報告する。 

⑴ 県ホームページへ掲載

⑵ 福島県放射能測定マップへ掲載

⑶ 報道機関へ資料提供

３ その他海水モニタリング 

  県が実施するその他海水モニタリングは別紙４のとおり。 
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